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早
島
町
市
場
に
は
荒
神
社
が
三
社
祀
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
荒
神
社
は
千
光
寺
裏
手
の
稲

荷
神
社
境
内
に
隣
接
し
た
丘
の
中
腹
に
建
立

さ
れ
て
い
る
。

ほ

の

か

ぐ

つ

ち

の

か

み

い

ざ

な

み

の

か

み

　
祭
神
の
火
之
迦
具
土
神
は
伊
邪
那
美
神
が

最
後
に
産
ん
だ
御
子
神
で
「
火
の

神
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
荒
神
社

に
は
よ
く
祀
ら
れ
る
神
で
あ
り
、

鎮
火
の
ご
神
徳
が
あ
る
。

　
平
成
四
年
九
月
に
市
場
床
田
、

同
奥
市
場
、
同
城
山
団
地
、
同
才

尻
の
氏
子
に
よ
り
社
殿
を
改
築
し

た
。

　
改
築
さ
れ
た
社
殿
は
御
堂
形
式

で
、
瓦
葺
き
の
社
殿
の
内
部
は
神

座
と
板
間
が
あ
る
。
ま
た
、
境
内

入
口
に
は
石
鳥
居
が
建
て
ら
れ
、

境
内
に
は
石
燈
籠
と
幟
石
一
対
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
祭
典
は
、
十
月
二
十
七
日
に
氏

子
の
組
合
が
当
番
で
奉
仕
し
て
い

る
。

　
昭
和
三
十
八
年
一
月
鶴
崎
神
社

に
合
併
し
、
同
社
の
飛
び
地
境
内

神
社
と
な
る
。
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つ
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き

つ
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き
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（１） （４）

祭  

事  

暦

十
月
二
十
日
（
土
）﹇
午
前
十
時
﹈

　
　
　
　
　
　
秋
季
大
祭
【
供
膳
祭
】　

十
月
二
十
一
日
（
日
）﹇
午
前
九
時
﹈

                  

神
幸
祭

十
一
月
中
　
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
金
）﹇
午
後
二
時
﹈

　
　
　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
水
）﹇
午
後
二
時
﹈

　
　
　
　
　
　
年
始
祭

毎
月
一
日
﹇
午
前
九
時
﹈
月
次
祭

　

摂末社巡拝⑭⑭⑭⑭⑭

十
八
ト
ン
の
本
殿
を
曳
屋
で
移
設

早島町早島1137　　祭神　火之迦具土神

　
三
月
十
五
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
社
殿
建

設
事
業
は
九
月
で
進
入
路
及
び
造
成
工
事

も
無
事
終
了
し
、
九
月
十
日
か
ら
本
殿
の

移
設
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
工
事
は
古
来
か
ら
の
「
曳
屋
」
と

呼
ば
れ
る
工
法
で
行
わ
れ
た
。
柱
の
下
に

板
を
設
置
し
、
樫
で
作
ら
れ
た
「
コ
ロ
」
を

置
い
て
、「
ロ
ク
ロ
」（
巻
き
取
り
装
置
）
と

滑
車
を
使
っ
て
人
力
で
建
物
を
動
か
す
も

の
で
あ
る
。

　
九
月
十
一
〜
十
三
日
に
か
け
て
こ
の
珍

し
い
工
事
を
一
目
見
よ
う
と
早
島
幼
稚
園
、

か
ん
だ
保
育
園
、
早
島
小
学
校
、
早
島
中

学
校
の
生
徒
や
園
児
五
〇
〇
人
が
見
学
し

た
。
十
三
日
に
は
小
学
生
の
代
表
者
が
実

際
に
「
ロ
ク
ロ
」
を
回
し
て
曳
屋
体
験
を

行
い
、
そ
の
模
様
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
報

道
さ
れ
た
。

　
九
月
末
ま
で
に
は
鶴
崎
神
社
本
殿
の
移

設
を
完
了
し
、
十
月
に
は
御
神
体
を
仮
拝

殿
か
ら
遷
す
本
殿
遷
座
祭
を
行
な
い
、
一

段
と
高
く
な
っ
た
敷
地
に
移
さ
れ
た
本
殿

に
お
い
て
祭
典
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
八
幡
神
社
本
殿
は
、
十
一
月
に
移
設

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
年
内
に
は
両
本
殿
及
び

狛
犬
、
灯
籠
の
移
設
工
事
が
全
て
完
了
す
る
。（曳屋を体験・見学をする早島小学校児童）

（
新
し
い
敷
地
に
渡
っ
て
行
く
鶴
崎
神
社
本
殿
）

荒　神　社（市場）
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鶴
崎
神
社
の
本
殿
は
、
鶴
崎
神

社
と
八
幡
神
社
の
二
殿
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
両
方
の
本
殿
の
造
り

が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

神
社
の
社
殿
の
種
類
に
つ
い
て
教

え
て
下
さ
い
。

神
道
Ｑ
＆
Ａ

【
答
え
】

　
各
地
の
神
社
に
お
参
り
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
、
社
殿
の
様

式
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が

つ
き
ま
す
。

　
建
物
自
体
、
細
部
ま
で
見
る
と

そ
の
違
い
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
大
き
く
見
て
そ
の
様
式
を
二

つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
つ
は
高
床
式
の
穀
物
蔵
の
形

か
ら
発
達
し
た
「
神
明
造
」
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
古
代
の
住
居
の

形
か
ら
発
達
し
た
「
大
社
造
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
七
五
三
は
子
供
の
無
事
な
発
育
を
喜

び
、
な
お
一
層
の
成
長
を
願
っ
て
氏
神
さ

ま
に
詣
で
る
行
事
で
す
。

　
古
来
は
男
女
三
歳
で
髪
置
き
の
祝
い
、

男
児
五
歳
で
袴
着
の
祝
い
、
女
児
七
歳
で

帯
解
き
の
祝
い
を
行
っ
た
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。

　
当
社
で
は
十
一
月
十
五
日
を
中
心
に
七

五
三
祈
祷
を
奉
仕
致
し
ま
す
。
　
　
　
　

十
一
月
十
日
（
土
）・
十
一
日
（
日
）
に

祈
祷
予
定
の
方
は
予
約
は
い
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
日
に
祈
祷
希
望
の
方
は
前
も
っ

て
ご
予
約
下
さ
い
。

　　　　　「
七
五
三
」

「
七
五
三
」

「
七
五
三
」

「
七
五
三
」

「
七
五
三
」祈
祷
祈
祷
祈
祷
祈
祷
祈
祷

秋
季
大
祭
　
十
月
二
十
日
（
土
）　
午
前
十
時
〜
十
一
時
三
十
分

【
特
殊
神
事
・
供
膳
祭
】
総
代
、
幹
事
に
よ
り
三
十
台
の
特
殊
神
饌
を
神
前
に
お
供

え
し
ま
す
。
夕
刻
か
ら
夜
店
も
出
ま
す
。

神 

幸 

祭
　
十
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
九
時
〜
午
後
二
時
三
十
分
（
雨
天
中
止
）

午
前
八
時
の
花
火
で
執
行
の
合
図
と
し
ま
す
。午
前
九
時
の
花
火
の
合
図
と
共
に
神

幸
行
列
が
神
社
を
出
発
し
ま
す
。各
御
旅
所
を
巡
幸
し
て
午
後
二
時
三
十
分
頃
に
神

社
へ
還
御
さ
れ
ま
す
の
で
、
沿
道
に
出
て
神
輿
を
奉
拝
下
さ
い
。

秋祭の予定
　「
神
明
造
」
と
は
、
伊
勢
の
神
宮
を
代
表
と
し

て
見
ら
れ
る
様
式
で
、
切
妻
造
の
屋
根
（
棟
を

境
に
本
を
開
い
た
よ
う
に
屋
根
が
両
側
に
流
れ

て
い
る
）
の
棟
と
平
行
の
「
平
」
側
に
入
口
が

あ
る
平
入
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
伊
勢
の
神
宮
は

掘
立
柱
の
切
妻
造
平
入
萱

葺
の
様
式
で
、
特
に
唯
一
神

明
造
と
称
し
ま
す
。
こ
の
神

明
造
か
ら
派
生
し
た
も
の

と
し
て
、
前
面
の
屋
根
が
長

く
の
び
て
向
拝
（
参
拝
者
の

た
め
の
廂
）
と
な
っ
て
い
る

「
流
造
」
や
、
切
妻
平
入
の
建

物
が
二
棟
接
続
し
て
い
る

「
八
幡
造
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
も
う
一
つ
の
「
大
社
造
」

と
は
、
出
雲
大
社
に
代
表
さ

れ
る
様
式
で
あ
り
、
切
妻
造

の
屋
根
の
「
妻
」
が
正
面
に

見
え
る
方
に
入
口
が
あ
る

た
め･

妻
入
と
い
い
ま
す
。
こ
の
「
大
社
造
」
の

流
れ
を
汲
む
の
が
、
住
吉
大
社
の
「
住
吉
造
」

や
春
日
大
社
の
「
春
日
造
」
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
殿･

幣
殿･

拝
殿
が
連
結
し

た
構
造
で
、
屋
根
の
棟
数
が
多
く
複
雑
に

な
っ
て
い
る
「
権
現
造
」、
拝
殿
の
上
に
流
造

の
本
殿
が
乗
り
、
重
層
構
造
と
な
っ
て
い
る

「
浅
間
造
」
な
ど
、
地
域
や
信
仰
に
よ
り
社
殿

形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
時
代
の
建

築
技
術
の
粋
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

　
当
社
の
八
幡
神
社
は
流
造
で
あ
り
、
本
殿

で
は
最
も
多
い
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鶴
崎
神
社
の
本
殿
は
入
母
屋
造
と

な
っ
て
お
り
、
上
半
分
を
切
妻
、
下
半
分
を

寄
棟
に
し
た
複
合
形
で
す
。

神明造

大社造

（入母屋造の鶴崎神社本殿）

（流造の八幡神社本殿）

社
殿
建
設
造
成
工
事
完
了

　
こ
の
度
の
社
殿
建
は
、
老
朽
化
し
た
幣
・

拝
殿
を
改
築
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
建
築

場
所
の
確
保
と
、
近
年
初
詣
や
祭
り
に
参

拝
者
が
急
増
し
て
い
る
の
で
危
険
防
止
を

考
慮
し
、
両
本
殿
を
後
方
に
十
メ
ー
ト
ル

引
い
て
移
設
す
る
事
と
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
社
殿
改
築
工
事
は
、
両
本

殿
移
設
後
の
平
成
二
十
年
一
月
か
ら
基
礎

工
事
が
開
始
さ
れ
、
六
月
に
上
棟
の
予
定

で
あ
る
。

　
第
一
期
工
事
と
し
て
工
事
車
輌
の
乗
り

入
れ
の
た
め
に
、
三
月
か
ら
進
入
路
の
造
成
を

行
い
、
六
月
に
は
全
て
完
了
し
た
。
こ
の
進
入

路
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
石
段
を
登
る
事
が
不
自

由
な
参
拝
者
の
便
宜
を
図
る
。

　
二
期
工
事
は
両
本
殿
の
移
設
を
行
う
た
め

に
、
七
月
か
ら
石
積
み
工
事
や
基
礎
工
事
が
行

わ
れ
九
月
に
は
全
て
完
了
し
た
。

（
完
成
し
た
進
入
路
）
（
本
殿
移
設
地
と
基
礎
）
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鶴
崎
神
社
の
本
殿
は
、
鶴
崎
神

社
と
八
幡
神
社
の
二
殿
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
両
方
の
本
殿
の
造
り

が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

神
社
の
社
殿
の
種
類
に
つ
い
て
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え
て
下
さ
い
。
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＆
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各
地
の
神
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お
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る
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そ
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れ
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、
社
殿
の
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て
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る
こ
と
に
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す
。
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の
違
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は
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す

が
、
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の
様
式
を
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に
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こ
と
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す
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は
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造
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居
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形
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と
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な
お
一
層
の
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を
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す
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当
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一
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日
を
中
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日
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五
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七
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祷
祈
祷
祈
祷
祈
祷
祈
祷
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祭
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一
時
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分
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特
殊
神
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膳
祭
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代
、
幹
事
に
よ
り
三
十
台
の
特
殊
神
饌
を
神
前
に
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え
し
ま
す
。
夕
刻
か
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夜
店
も
出
ま
す
。
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祭
　
十
月
二
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日
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日
）
午
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九
時
〜
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後
二
時
三
十
分
（
雨
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中
止
）

午
前
八
時
の
花
火
で
執
行
の
合
図
と
し
ま
す
。午
前
九
時
の
花
火
の
合
図
と
共
に
神

幸
行
列
が
神
社
を
出
発
し
ま
す
。各
御
旅
所
を
巡
幸
し
て
午
後
二
時
三
十
分
頃
に
神

社
へ
還
御
さ
れ
ま
す
の
で
、
沿
道
に
出
て
神
輿
を
奉
拝
下
さ
い
。

秋祭の予定
　「
神
明
造
」
と
は
、
伊
勢
の
神
宮
を
代
表
と
し

て
見
ら
れ
る
様
式
で
、
切
妻
造
の
屋
根
（
棟
を

境
に
本
を
開
い
た
よ
う
に
屋
根
が
両
側
に
流
れ

て
い
る
）
の
棟
と
平
行
の
「
平
」
側
に
入
口
が

あ
る
平
入
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
伊
勢
の
神
宮
は

掘
立
柱
の
切
妻
造
平
入
萱

葺
の
様
式
で
、
特
に
唯
一
神

明
造
と
称
し
ま
す
。
こ
の
神

明
造
か
ら
派
生
し
た
も
の

と
し
て
、
前
面
の
屋
根
が
長

く
の
び
て
向
拝
（
参
拝
者
の

た
め
の
廂
）
と
な
っ
て
い
る

「
流
造
」
や
、
切
妻
平
入
の
建

物
が
二
棟
接
続
し
て
い
る

「
八
幡
造
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
も
う
一
つ
の
「
大
社
造
」

と
は
、
出
雲
大
社
に
代
表
さ

れ
る
様
式
で
あ
り
、
切
妻
造

の
屋
根
の
「
妻
」
が
正
面
に

見
え
る
方
に
入
口
が
あ
る

た
め･

妻
入
と
い
い
ま
す
。
こ
の
「
大
社
造
」
の

流
れ
を
汲
む
の
が
、
住
吉
大
社
の
「
住
吉
造
」

や
春
日
大
社
の
「
春
日
造
」
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
本
殿･

幣
殿･

拝
殿
が
連
結
し

た
構
造
で
、
屋
根
の
棟
数
が
多
く
複
雑
に

な
っ
て
い
る
「
権
現
造
」、
拝
殿
の
上
に
流
造

の
本
殿
が
乗
り
、
重
層
構
造
と
な
っ
て
い
る

「
浅
間
造
」
な
ど
、
地
域
や
信
仰
に
よ
り
社
殿

形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
そ
の
時
代
の
建

築
技
術
の
粋
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
す
。

　
当
社
の
八
幡
神
社
は
流
造
で
あ
り
、
本
殿

で
は
最
も
多
い
造
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鶴
崎
神
社
の
本
殿
は
入
母
屋
造
と

な
っ
て
お
り
、
上
半
分
を
切
妻
、
下
半
分
を

寄
棟
に
し
た
複
合
形
で
す
。

神明造

大社造

（入母屋造の鶴崎神社本殿）

（流造の八幡神社本殿）

社
殿
建
設
造
成
工
事
完
了

　
こ
の
度
の
社
殿
建
は
、
老
朽
化
し
た
幣
・

拝
殿
を
改
築
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
建
築

場
所
の
確
保
と
、
近
年
初
詣
や
祭
り
に
参

拝
者
が
急
増
し
て
い
る
の
で
危
険
防
止
を

考
慮
し
、
両
本
殿
を
後
方
に
十
メ
ー
ト
ル

引
い
て
移
設
す
る
事
と
し
た
。

　
し
た
が
っ
て
社
殿
改
築
工
事
は
、
両
本

殿
移
設
後
の
平
成
二
十
年
一
月
か
ら
基
礎

工
事
が
開
始
さ
れ
、
六
月
に
上
棟
の
予
定

で
あ
る
。

　
第
一
期
工
事
と
し
て
工
事
車
輌
の
乗
り

入
れ
の
た
め
に
、
三
月
か
ら
進
入
路
の
造
成
を

行
い
、
六
月
に
は
全
て
完
了
し
た
。
こ
の
進
入

路
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
石
段
を
登
る
事
が
不
自

由
な
参
拝
者
の
便
宜
を
図
る
。

　
二
期
工
事
は
両
本
殿
の
移
設
を
行
う
た
め

に
、
七
月
か
ら
石
積
み
工
事
や
基
礎
工
事
が
行

わ
れ
九
月
に
は
全
て
完
了
し
た
。

（
完
成
し
た
進
入
路
）
（
本
殿
移
設
地
と
基
礎
）
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早
島
町
市
場
に
は
荒
神
社
が
三
社
祀
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
荒
神
社
は
千
光
寺
裏
手
の
稲

荷
神
社
境
内
に
隣
接
し
た
丘
の
中
腹
に
建
立

さ
れ
て
い
る
。

ほ

の

か

ぐ

つ

ち

の

か

み

い

ざ

な

み

の

か

み

　
祭
神
の
火
之
迦
具
土
神
は
伊
邪
那
美
神
が

最
後
に
産
ん
だ
御
子
神
で
「
火
の

神
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
、
荒
神
社

に
は
よ
く
祀
ら
れ
る
神
で
あ
り
、

鎮
火
の
ご
神
徳
が
あ
る
。

　
平
成
四
年
九
月
に
市
場
床
田
、

同
奥
市
場
、
同
城
山
団
地
、
同
才

尻
の
氏
子
に
よ
り
社
殿
を
改
築
し

た
。

　
改
築
さ
れ
た
社
殿
は
御
堂
形
式

で
、
瓦
葺
き
の
社
殿
の
内
部
は
神

座
と
板
間
が
あ
る
。
ま
た
、
境
内

入
口
に
は
石
鳥
居
が
建
て
ら
れ
、

境
内
に
は
石
燈
籠
と
幟
石
一
対
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
祭
典
は
、
十
月
二
十
七
日
に
氏

子
の
組
合
が
当
番
で
奉
仕
し
て
い

る
。

　
昭
和
三
十
八
年
一
月
鶴
崎
神
社

に
合
併
し
、
同
社
の
飛
び
地
境
内

神
社
と
な
る
。
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つ
る
さ
き

つ
る
さ
き
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（１） （４）

祭  

事  

暦

十
月
二
十
日
（
土
）﹇
午
前
十
時
﹈

　
　
　
　
　
　
秋
季
大
祭
【
供
膳
祭
】　

十
月
二
十
一
日
（
日
）﹇
午
前
九
時
﹈

                  

神
幸
祭

十
一
月
中
　
　
七
五
三
祈
祷

十
一
月
二
十
三
日
（
金
）﹇
午
後
二
時
﹈

　
　
　
　
　
　
新
穀
感
謝
祭

一
月
二
日
（
水
）﹇
午
後
二
時
﹈

　
　
　
　
　
　
年
始
祭

毎
月
一
日
﹇
午
前
九
時
﹈
月
次
祭

　

摂末社巡拝⑭⑭⑭⑭⑭

十
八
ト
ン
の
本
殿
を
曳
屋
で
移
設

早島町早島1137　　祭神　火之迦具土神

　
三
月
十
五
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
社
殿
建

設
事
業
は
九
月
で
進
入
路
及
び
造
成
工
事

も
無
事
終
了
し
、
九
月
十
日
か
ら
本
殿
の

移
設
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
工
事
は
古
来
か
ら
の
「
曳
屋
」
と

呼
ば
れ
る
工
法
で
行
わ
れ
た
。
柱
の
下
に

板
を
設
置
し
、
樫
で
作
ら
れ
た
「
コ
ロ
」
を

置
い
て
、「
ロ
ク
ロ
」（
巻
き
取
り
装
置
）
と

滑
車
を
使
っ
て
人
力
で
建
物
を
動
か
す
も

の
で
あ
る
。

　
九
月
十
一
〜
十
三
日
に
か
け
て
こ
の
珍

し
い
工
事
を
一
目
見
よ
う
と
早
島
幼
稚
園
、

か
ん
だ
保
育
園
、
早
島
小
学
校
、
早
島
中

学
校
の
生
徒
や
園
児
五
〇
〇
人
が
見
学
し

た
。
十
三
日
に
は
小
学
生
の
代
表
者
が
実

際
に
「
ロ
ク
ロ
」
を
回
し
て
曳
屋
体
験
を

行
い
、
そ
の
模
様
が
テ
レ
ビ
、
新
聞
で
報

道
さ
れ
た
。

　
九
月
末
ま
で
に
は
鶴
崎
神
社
本
殿
の
移

設
を
完
了
し
、
十
月
に
は
御
神
体
を
仮
拝

殿
か
ら
遷
す
本
殿
遷
座
祭
を
行
な
い
、
一

段
と
高
く
な
っ
た
敷
地
に
移
さ
れ
た
本
殿

に
お
い
て
祭
典
が
行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
八
幡
神
社
本
殿
は
、
十
一
月
に
移
設

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
年
内
に
は
両
本
殿
及
び

狛
犬
、
灯
籠
の
移
設
工
事
が
全
て
完
了
す
る
。（曳屋を体験・見学をする早島小学校児童）

（
新
し
い
敷
地
に
渡
っ
て
行
く
鶴
崎
神
社
本
殿
）

荒　神　社（市場）
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